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大学の大衆化が叫ばれ，高等教育への女子の進学率も年々向上し，高学歴化社会の実現はよ
ろこばしい限りである。 特に，中学校より高等学校への進学率は95%にも達し，高等学校も義
務教育機関になってしまった感さえ受ける。この中で，高等学校への進学には，中学校の進路
指導の適切さから各中学校にその高校別進学率は見事な程高率と聞いている。一方，高等学校
での進路指導も中学校のそれよりも適切で，必然的に上級学校の能力別格差は当然の事と して
出てくる。一般的には能力に応じた教育を受ける事は結構な事であるが，問題は，その教育機
関で授与する資格である。例えば，教育職員免許状である。教育職員免許状の授与に当っては，
それらに関する専門教科を学ばなければならない。専門教科が端的に外部より評価を受けるの
は，外部に依頼しての実習時である。最近実習校より 「人柄はよいが専門的知識が乏しい」と
の声を耳にし，更に，自分で担当している科目についても，指導の効果が上らない事に気づき，
その原因を一定問題でテス トしてみた処， 学生の入学年度によって差が出ている事に気がつい
た。そこで，高等学校の新課程で教育を受けて本学へ入学した昭和60年度入学生から，高等学
校時の保健体育科目の履習状況について継続調査をしてみた。短大2ヶ年の中で，効果ある指
導助言が出来れば幸と考え，本調査を実施した。飽くまでも，短期日で専門科担の内容を高め
る事を目的とし，高等学校は中学校へ，中学校は小学校へ学力低下の言いわけをするたぐいの
ものではない事を申し添え，3ヶ年の結果について報告を致す次第である。
E 調査方法
昭和60年度， 61年度， 62年度に本学保健体育科 （体育コース，養護教諭コース） に入学した
学生全員について，各年共，入学式後のオリエンテーション時に，別紙調査書によってアンケー
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卜調査をした。
1 .調査日
各年度共入学式後のオリエンテーション時で， 4月10日一20日の聞に実施
2.対象及び人数
本学保健体育科入学生全員
3.目的
昭和60年度入学生体育コース……..・H ・－……115名
養護教諭コース・ H ・H ・H ・H ・・149名
61年度入学生体育コース…..・H ・...・H ・・・128名
養護教諭コース………・…・・189名
タ 62年度入学生体育コース・ H ・H ・....・ H ・－…112名
養護教諭コース・H ・H ・－－……192名
高等学校時に於ける保健体育教科の履習状況を把握する事により，本学における効果的な教
授法を模索致し度い為
4.方法
別紙調査書により項目別手集計
E 調査結果
1 .基本調査
(1）本学進学者の出身高等学校（表1) 表1 調査対象学生出身高校別一覧
本学進学者の設立高等学校別では，各年度共，
体育コースでは約75%，養護教諭コースでは約
94%が公立（県立，道立，市町村立）高校の出
身者であった。
(2）本学への進学意思決定時期 （表2)
進学の意志決定は当然の事ながら高校3年時
コース
学校種別
60年度
61年 度
62年 度
体
私立
26 
28 
31 
育
公立
89 
77.4 
100 
78.0 
81 
73. 3 
（下段単位． %）
養護教諭
私立 公立
8 141 
94.6 
12 177 
93.6 
12 180 
93. 7 
に多く両コース共ほぼ60%であるが，体育コース公立出身者が養護教諭コースのそれよりも若
表2 進学意志決定時期
（下段単位 ’%） （下段単位 ：%）
体 育 コ ス 養護教諭 コ ー ス
私 立 公 立
年度 中学 高l高2高3その他中学 高1高2高3その任
私 立 公 立
年度 中学 高l高2高3その他中学高1高2高3その他
60 4 3 16 2 9 5 19 56 
。
61. 5 21.3 62. 9
60 1 1 4 1 7 16 34 83 1 
50.0 24.1 58.8 
61 7 4 1 15 1 6 11 13 68 2 53.5 68.0 61 
。1 2 9 。8 26 38 105 。
75 .0 21. 4 59.3 
62 3 5 5 17 2 7 15 56 1 54.8 18.5 69. I
62 
。。4 8 。10 26 32 111 1 
66.6 17. 761.6 
63 
干高い率をみせている。従って，養護教諭コースでは，高校1,2年ですでに意志決定がなされ，
目標を強く持って進学している学生の多い事が知られる。その他の数名には，特に体育コース
では，小学校高学年時より，特定の種目（陸上，体操等のジュニア選手であった）を実施して
居て本学を志望した学生が4名あり，他は，他大学の受験失敗後及び，過年度卒で進学したも
のである。養護教諭コースでは，過年度卒及び他大学受験後が3名のみであった。
(3）高校時代の運動部選手としての経験 （表3)
高等学校の課外体育指導が行き届いている為
か，亦々本学科の性格，特質上か，クラブ活動
で，選手として活躍体験者が，体育コースにはっ
きりとみることが出来る。各年度共約85%の高
率であるが，本年度（62年） 入学生では，公立
出身者に94%と高い体験率を示している。これ
に比し，私立出身者は約75%で過去3ヶ年で最
年度
60 
61 
62 
表3 運動部選手としての経験の有無
（下段単位 %） 
体 育コ ース 養護教諭コース
干ム 立 公 立 平よ 立 公 立
ない ある ない ある ない ある ない ある
5 21 10 79 3 5 73 68 
80. 7 8. 7 62.5 48. 2
4 24 13 87 9 3 91 86 
85. 7 87 .o 25.0 48. 5
7 24 5 76 6 6 100 80 
7. 4 93.8 50.0 44.4 
も低い率を示していた。これに比し養護教諭コースではほぼ50%と低くなっている。この点に
ついては，本学科の教科課程上，専門科目の中に体育実技が含まれ， 数年前迄は， 「体育実技
の出来る人」又は「少なくとも運動が好きで，身体を動かす事を厭わない人」を学生として迎
えたいと考え，各高等学校の進路指導者にその旨知らせてあったが，高校時の課外活動の指導
にも係わらず，体験者が年々少くなっている傾向をみる事が出来る。この事は，学内に於ける
実技指導の困難さを生み出し，技術的未熱は勿論，体力の低下にも合わせてみる事が出来るか
と思われる。 この事は，昨年度の本紀要に発表済みの“運動能力テスト結果報告”によっても
読みとる事が出来る。
(4) 運動部選手経験者の運動種目 （表4）・…・・複数回答
体育コース約85%，養護教諭コース約50%の運動部選手経験者の運動種目（複数種目経験者
を含む，例． 夏…陸上，冬…スキー）は，全体的には，バレーボール，バスケットボール，陸
上競技，バドミン トン，軟式庭球，ソフトボール等に多くみられ，陸上を除き，集団的スポー
ツに経験者が多かった。しかし，種目数でみると，25種目にも及び，その多さに驚きを覚える
と共に，高校時代に生徒のニーズに答え得る対応が出来ている事にも幸せ一杯の社会の一面を
みる事が出来る。 しかしこれらの経験者が入学後も同種目を継続して活動しているかと言えば
決してそうではない。体育コース進学者でさえ，高校時代の経験種目は “もうたく さん”とば
かりに他種目を行なったり，止めてしまったりしている学生も多い。従って，得意な種目を持
たない学生も増加の傾向にある事も事実である。 一方，ボー ト， ライフル，フェンシング，空
手，少林寺挙法等は，高校のみでなく， それぞれの協会，道場等に通って行っている熱心な学
生もあった。本学では，これらの各種目をクラブとして，又，同好会として認め，活動の場と
機会を与えている。又，各クラブでは他学科から優秀な選手経験者の入部によって支えられで
もいる。
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表4 運動部選手経験者の種目別一覧
仕ご
60 年 度 61 年 度 62 年 度
体育コース 養議教諭コー ス 体育コース 養護教諭コー ス 体育コース 養護教諭コー ス
私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立
バレーボール 4 15 13 3 18 。16 1 12 1 17 
パスケ y トボール 1 21 。 8 4 19 2 11 7 11 1 10 
陸 I: 2 17 。 7 3 12 。 7 17 。 9 
ノf ドミントン 4 4 1 9 4 8 。 9 8 6 
車大 式 庭 球 2 7 1 14 3 。 7 2 10 。 5 
硬 式 庭 球 2 3 。 3 1 5 。 8 4 8 
ソフト ボール 。 3 2 1 6 。 5 2 4 1 4 
卓 球 1 3 。 4 1 1 。 5 1 1 1 6 
告リ 道 1 。 2 4 。 5 1 1 。 2 
弓 道 。 1 。 4 。。。 7 。 1 。 3 
ス キ 。 1 1 1 2 2 。 1 。 。 4 
ハンドボール 。 2 。 1 。 。。。 2 。。
水 J永 。 2 。 1 1 。。。。。 1 
器 機 体 f桑 1 。。 1 1 。 1 。。。
新 f本 主桑 。。。。。。。 2 1 。
柔 道 1 1 。。。 1 。。 2 1 。。
ス ケ ト 。。。。。 1 。 2 1 。。 1 
体 操 1 。。。 1 。。。。。。
少林寺拳法 。。。。。 。。。。。 1 
アー チ ェリー 。。。。。。。 1 。。。
空 手 。。。。。。。。 1 。。
フェンシ ング 1 。。。。。。。。。。。
7 イ フ jレ 。。。。 。。。。。。。
ホ、 ト 。。。。。 1 。。。。。。
ダ ノ ス 。。。。。。。。 。。。
(5）運動部に関係なく得意な種目の有無について （表5)
前項の運動部選手経験に対し，部経験がなくても得意種目について調べた処，体育コースで
は，各年度共，公立，私立共に75%強が，養護教諭コースでも50%強の学生がそれぞれの得意
種目をもっている。反面，体育コースで得意種目がないと答えたのが各年度共約25%，即ち士
の学生に体育を目指しながら得手な種目がない事は，今後どのように考えるべきか………一方
養護教諭コースについても，約半数近くに得意
種目がないのは，前項のクラブ体験者の少ない
のと同様，専門実技を履習させてもそのレベル
は知れたものである。と同時に，運動そのもの
を得手としない， “出来れば運動はしない方が
よい”と考える学生が多い事を前提とした実技
内容及び種目を考えなければならない時期にも
年
度
60 
61 
62 
表5 得意種目の有無
（下段単位 %） 
体育コ ー ス 養護教諭コース
干ム 立 公 立 手ム JI. 公 立
ない ある ない ある ない ある ない ある
6 20 21 68 4 4 64 77 
76. 9 76.4 50.0 54.6 
7 21 26 74 5 7 79 98 
75. 0 74.0 58.3 55.3 
7 24 18 63 6 6 76 104 
7 .4 77. 7 50.0 57. 7
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来ている様である。
(6）得意な運動種目について （表6)
得意とする種目については，前項のクラブ活動，運動部選手経験種目とほぼ同じであるが，
目立つ種目としては，スキー ，水泳，スケー卜（スピードスケート，アイスホッケ ，ー フィギ
ヤー を含む）等にみられ，地域性と高校の環境が生徒の運動趣向を大きく左右する事も伺える。
又， 一名ではあったが，養護教諭コー スに “全種目”と答えた学生もあり，頼もしさを感じた
次第である。願わくば，体育コースにこの種の学生が多くあってほしいものである。
表6 得意な運動種目一覧
hミ 60 年 度 61 年 度 62 年 度体育コース 養護教諭コー ス 体育コース 養護教諭コー ス 体育コース 養護教諭コ スー私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立
バレ ー ボール 7 16 。20 2 17 2 24 4 15 4 18 
ス キ 1 7 1 9 1 16 。12 6 14 。19 
バスケットボール 3 7 。 6 7 9 2 13 3 7 16 
陸 上 1 6 。10 1 5 1 8 。 9 。18 
水 イ永 1 4 。 7 4 8 1 8 3 3 1 9 
ソフトボール 。 3 。 4 。11 。 8 2 5 。10 
球 技 3 12 。 2 。 3 。 5 2 3 。 8 
ノf ドミン ト ン 2 4 1 4 4 。 8 1 4 。 3 
軟 式 庭 球 。 3 1 8 1 。。 4 。 2 。 3 
車 球 1 。。 2 。 2 1 7 。 1 。 7 
ス ケ ト 。 2 。 2 2 3 。。。。。 5 （合フイギャ ） 
硬 式 庭 球 。 1 。。。 。 4 2 1 3 
器 械 体 操 。 1 。 3 。 。。。 3 1 1 
イ本 操 。 1 。 1 。。 1 。 2 。 2 
ダンス（！ムマム） 。。。 1 1 2 。。 1 2 。。
マ ッ ト運動 。 1 。。。 1 1 2 。。。
ハンドボール 。 2 。 。 1 。。。。。。
舞 踊（含創作） 。 。 。 1 。。。。。 1 
柔 道 2 。。。。。。。。。。
サ 、y カ 。。。。。 。。。 2 。。
と び 手首 。。。。。 。 2 。。。。
弓 道 。。。。。。。 。。。 1 
な わ と び 。。。 1 。。。。。。。。
空 手 。。。。。 1 。。。。。。
童日 道 。。。。。。。 1 。。。。
新 f本 主桑 。。。。。。。。 1 。。。
クラシ yクノfレー 。。。。。。。。。。。
エ人 干重 自 。。。。。。。。。。。 1 
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(7) “たばこ”を喫った経験（表7)
保健体育を目指し，少くとも人々の健康に寄
与出来る事を考える時，最近 “たばこ”の害が
叫ばれ特に女性については危険度の高い事が報
道されている事から，青年期とは云えどの程度
の理解と節制があるかと考え調査の対象として
みた。その結果は表7に示す通りである。 本道
~ 
60 
61 
62 
表7 喫煙経験の有無
（下段単位 %） 
体育コ ー ス 養護教諭コース
私立 公 立 私 立公 立
ない ある ないある ない あるないある
19 7 74 15 6 2 108 33 
26. 9 16.8 25. 0 23.4 
19 9 69 31 7 5 141 36 
32. I 31. 0 41. 6 20. 3 
24 7 71 10 9 3 152 28 
2. 5 12. 3 25 .o 15. 5 
における，女性の喫煙率が全国平均を上回っているとの報告があり，マスコミでも大きく取り
上げられているが，今回の調査でも，それとほぼ同じ率で学生聞に喫煙経験のある事が知らさ
れた。 その率は年度によって若干のちがいがみられるが，61年度入学生には全体的に高い率を
示していた。コース別では，体育コースの私立出身者が公立出身者より高い率を示している。
この事は養護教諭コースでも同様の傾向がみられる。がしかし，体育コースより養護教諭コー
スの方が全体的に高い率で喫煙経験がみられる。この事は，少く とも，保健指導及び健康管理
の掌に当る事を前提としての専門科目を学ぶ者として考えさせられる一面である。 又，これら
を経験した時期についてみると （表8）に示す様に，高校時に多く，特に学校行事の後や， 3
年生では， 卒業式後に口にした者が多い様である。その後習慣化した者は，3ヶ年通して全体
で43名であった。全体としての率は低いが， これらは正直に答えた数で，或は氷山の一角かも
しれない。喫煙本数では，1日1本程度…3人，1日2本程度… 3人， 1日3本程度…8人，
1日4本程度…4人，5本程度…11人， 6本程度…3人， 1日10本～20本…9人となっていた。
表8 喫煙経験の時期（人）
60 年 度 61 年 度 62 年 度〉：頁 体育コース 養護教諭コー ス 体育コース 養護教諭コ スー 体育コース 養護教諭コー ス
私立 公立 私立 公立 私立
中 学生以前 。 1 1 
中学生の頃 1 7 5 3 
高校 l年生頃 1 3 1 4 
ク 2年ク 1 。 3 2 
3年ク 4 1 10 1 
(8）飲酒経験について（表 9) 
飲酒経験では，前項の煙草よりも多く，両コー
ス共にどの年度もかな り高い率が示されてい
る。 学校種別に関係なく高い率であるが，女子
が，この年代でこんなに早く経験するものなの
かと驚くばかりである。文，口にした時期では
（表10）， 高校3年が最も多くほほ＇ 4人に l人
公立
2 
13 
3 
6 
5 
t 
60 
61 
62 
私立 公立 私立 公立 私立 公立
1 1 2 
1 6 6 1 5 
12 1 1 3 
6 7 
2 4 4 2 3 
表9 飲酒経験の有無
(f段単位． %）
体育コース 養護教諭コース
私立公立 私立公立
ないあるないある ないあるないある
11 15 26 63 1 7 44 97 
57. 6 70. 7 87. 5 68. 7
7 21 14 86 3 9 36 141 
75. 0 86.0 75.0 79.6 
10 21 29 52 5 7 54 126 
67. 7 64.2 58. 3 70.0 
67 
表10 飲酒経験の時期
じと 60 年 度 61 年 度 62 年 度体育コース 養護教諭コー ス 体育コース 養護教諭コース 体育コース 養護教諭コ スー私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立
中学生以前 。。。 4 。。 1 。 5 
中学生の頃 8 。 5 4 6 11 3 8 。10 
品校1年生頃 1 7 10 4 11 1 29 3 6 。25 
。2 , 2 5 19 3 20 2 28 2 5 。13 
。3 名〉， 10 23 3 33 5 21 1 37 8 21 4 37 
25.8% 23.4% 25.9% 20.9% 25.9% 20.5% 
はこの時期に経験している。文，1 , 2年生の頃にもかなりの経験者がみられる。その大部分
は，学校祭後，文化祭後，クラスコンパ，部活コンパ時と答えているが，中には， 家族食時時
との回答もあり，食生活習慣も欧米化している一端をみせられた。その後の習慣化では，量を
別として， 全員で102名で煙草の約2.5倍となっている。文1週当りの飲酒日数でみると，1週
に1日程度…67人， 2日程度…18人， 3日程度…4人，5日程度…1人， 時々飲む…12名となっ
て居り，週1日と習慣化している学生がかなり見られる。
(9) アルバイトについて（表11)
アルバイ トを行う理由は様々であるが，生活
費の足しに又は， 学費の足しにと働いている学
生は，数名に過ぎない。他はほとんどが小遣い
かせぎである。 過去の経験と共に，現在も行っ
ている人は両コース共に 5%前後である。本学
保健体育科は，学科の性格上時間的制約が多く
1 
60 
61 
62 
表1 アルバイ ト経験者
（下段単位。 %）
体 育コー ス 養護教諭コース
私 立公立 私 立公立
ないいるないいる ないいるないいる
24 2 85 4 6 2 134 7 
4.4 4. 9 
25 3 91 9 12 。168 9 
9.0 5.1 
30 1 79 2 11 166 14 
2.4 7. 7 
平日にアルバイトをする事は非常に困難な事であるが，中には上手に時間を見つけて行ってい
る姿がみられる。その職穫は，ウェートレス17名，スーパーレジ係12名，店員，販売員（ファ
ス卜フード店等々 ） 12名等が多い方で，他に，居酒屋，チラシ配り，雑用，右翼団体等に各l
名づ‘つ，更に特技を生かした，スキー教師，水泳指導，デモンス トレ→ションガー ル， 学習塾
助手等に各1名等となっていた。
2.履修状況調べ
本調査では，体育実技等を除き，“体育理論”及び“保健”の内容をどの程度履修したかに限っ
て調査した。高等学校学習指導要領による“体育理論”の内容を，高等学校で使用の教科書よ
り単元を追って項目をあげ記入調査をした。使用教科書は，大修舘発行の 「高等保健体育」を
参考と して項目を設定した。
(1）運動の科学的特性， 運動の生理及び医事に関する事項
① 運動の生理に関して（表12)
1）ー 7）の項目についてまとめた。この中で，最も高い80%以上の履習率を示したのは，5）「運
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表12 運動の生理に関して
（下段単位 %） 
60 年 度 61 年 度 62 年 度
単 項 目 体育コース 養護教諭コース 体育コー ス 養護教諭コー ス 体育コース 養護教諭コー ス
7C 私:-1＝立26 公:-1＝立S 私:-1＝立8 N公＝立141 月＝28N=IO N=l2 :'1=17 私N＝立31 N=81 N=I2 N=I80 私立 公立 私立 公立 公立 私立 公立
1）筋力と瞬発力について 20 40 4 86 15 43 6 76 15 35 8 81 76.0 44. 9 60.9 
1 2）筋持久力について 17 35 5 76 14 44 6 69 14 33 5 76 
運 3）運動と神経のはたらきにつ 23 61 5 107 21 72 10 115 26 67 10 132 
いて 8.0 68. 5 75.8 64.9 83.8 82. 7 83.3 73. 3 
動 4 10 3 30 3 10 2 20 7 7 3 27 4）運動の習熟について
の ]. 2 21.2 
5）運動と呼吸，循環器のはた 22 73 7 115 24 83 10 130 27 71 10 144 
生 らきについて 84.6 82.0 81.5 73.4 87 .0 87. 6 83 .3 80.0 
E里
6) 筋収縮とエネルギーについ 14 41 4 84 13 36 3 77 14 43 7 76 
て
7）運動と疲労 ・栄養について 18 52 5 85 14 49 7 83 18 47 5 80 
動と呼吸，循環器のはたらきについて」で，次いで，3）「運動と神経のはたらきについてJが
80%弱の割合で，この二項については，何れの高校でも体育実技との関係も深く指導が行き届
いている事が伺える。 しかし，運動との係りの深い「筋肉とその運動性」 ゃ 「エネルギー， 栄
養，疲労J等に関する項では50-60%で，約半数は正しい理解のないまま運動やスポーツに関
与している事になる。更に低率であったのは，4）「運動の習熟についてjで，わずかに10%程
度の履習状況であった。「上手に運動したい」「技術を身につけ度い」 と思う心を，又自ら実施
し体育の目標に添わせる目標を育てる意味からも軽ろんじではならない項目かとも思われる。
②運動の心理，特性等に関して（表13)
この項に関しては，全般的に履修状況はよくない。わずかに8）「運動と意欲jについて30%
前後， 10）「競走の場における心理的要因」が20%弱で，他はほとんど履習されていない事が
知られた。従って，運動の科学が叫ばれながら，その特性の理解もないままに終っている点は
表13 運動の心理に関しで
（下段単位 %） 
60 年 度 61 年 度 62 年 度
単 項 日 体育コース 養護教諭コース 体育コー ス 養護教諭コ スー体育コース養護教諭コス
7C N=2n 公N＝立89 私N＝立8 N=J41 私N＝立28 N公＝立JO N=!2 N=!77 私N＝立31 公N＝立81 N=l2 N公ニ立180 私立 公立 私立 公立 私立
8）運動と意欲についで 8 32 1 44 10 26 2 45 17 28 5 54 35. 9 31. 2 
2 9) 運動技能の上達過程につい 9 15 4 33 9 23 1 36 7 17 2 39 
て
運 10) 競走の場における心理的要 3 10 3 18 8 12 1 23 7 9 。35 
因について
重力
3 8 。15 1 6 。13 3 5 1 11）力学からみた運動について
の 10.6 
12）運動と力，重力について 5 14 。23 3 15 2 25 6 8 1 5 
Jじ、
E盟 13）運動と速度について 3 14 
。21 9 19 3 22 4 15 1 7 
14）運動と回車止について 4 10 。14 5 10 2 13 。6 1 3 
担当する一人として寂しい思いがする。
(2）運動の練習法及び運動処方等に関する事項 （表14)
①運動の処方に関して
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この頃では， 15）「運動処方と体力トレーニングjと16）「運動処方の手順」の総論的な二項
について調べてみたが，年度によって若干の差はあるが傾向としてはほぼ同傾向で30%～20%
と低い履習状況である。
② 運動処方と体力トレーニングに関して
前項の総論的事項より更に具体的項目をとりあげてみた。 これらについても前項同様全体的
に低履習で， 17）「トレー ニングの基本原則についてjのみが35%程度で，他は20%以下と非
常に低い履習状況であった。特に「全身持久のトレーニングム「筋力・瞬発力，筋持久力のト
レー ニングム 「調整力の トレー ニング」等々については，高校期の活動期に，理論的にも，更
に実施方法についても理解させておく事が，生涯体育に結び、つく大切な体育教育否健康教育で
あ吾はずであるが，この履修状況の低さで，しかも， 専門とする学科を学ぶ者としては，今後
の専門教育指導に考えさせられる一面である。
③運動の練習法に関して
この項は，21）～26）の 6項目にまとめてみたが，前a:②項より更に低履習率であった。
表14 運動処方 ・練習法等に関して
（下段単位 %） 
60 年 度 61 年 度 62 年 度
単 工買 目 体育コース 養護教諭コース体育コース 養護教諭コース体育コース 養護教諭コ スー
7C N=26 公N＝立89 私N＝立8 N公＝立141 私N＝立28 N公＝立10 N=l2 N=l7 私N＝立31 公N＝立81 N=I2 N公＝立180 私立 私立 公立 私立
1 
15) 運動処方と体力ト レーニン 11 35 3 60 10 36 4 66 12 32 4 59 
グについて 42.3 39.3 42. 5 37. 2 39. 5 32. 7
処運
16）運動処方の手順について 8 26 3 42 7 28 2 39 9 26 2 42 方動
2 17、） トレーニングの基本原則に 12 30 3 52 11 31 5 57 11 27 4 43 
ついて 46.] 3. 7 39. Z 41. 6 32. Z 3.3 
レト運動 18）全身持久力のトレーニング 6 18 3 36 5 19 4 36 7 18 3 35 
l処 について
ニ方 筋力・ 瞬発力 ・筋持久力の 12 26 3 52 12 29 4 47 9 22 5 45 
ンと 19) トレーニン グについて 29. Z
グ体力 20) 調整力のトレ ニングにつ 4 15 3 26 6 13 2 34 3 13 3 23 
いて
21）運動と練習について 8 20 4 38 11 40 2 51 12 27 4 46 50.0 25. 5 
3 
22）各種の運動の持性と練習に 8 20 4 53 11 26 2 45 14 30 3 36 
運 ついで 45.1 37 .0 
動 23、） 運動の練習法 ・全習法と分 3 12 2 18 4 16 2 24 8 12 2 24 
の 習法等について 12. 7 13. 5
練習 24) 運動技能の練習と補強運動 9 18 2 31 8 18 2 38 11 16 1 28 
法
について
25）集中練習と分散練習につい 5 14 1 14 3 14 1 32 6 11 2 23 
て 13. 5 12. 7
4 ウォーミ ングアッフ。とクー 6 13 3 31 6 20 4 60 7 19 3 43 
※ 26) リングダウ ンについて
（※ト レーニングや運動の練習と健康 ・安全）
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(3）現代社会と運動に関する事項（表15)
体育理論の最後の単元として 「現代社会と運動について」の項を 5項目にまとめてみた。
①体育・スポーツからみた現代社会の特徴に関して
27）～31）の 5項目についてみると，何れも低く，わずかに， 28）「現代生活における体力の
重要性」に20%程度の履習率でみられるのみであった。理論で体育は出来ないが，理論に裏づ
けされる体育の発展の為には，専門課程に進んで来た学生の意識面での改革と共に，考え，自
ら実行する指導の必要性を強く感ずるものである。
表15 現代社会と運動に関する事項
（下段単佼．%）
60 年 度 61 年 度 62 年 度
単 項 目 体育コー ス養護教諭コース 体育コー ス 養護教諭コース 体育コース 養護教諭コー ス
7C :-1=26 N=89 N=8 :-1=141 N=28 N=IOO 私N＝立12 N=177 私立 公N＝立81 
N=l2 N公＝立180 私立 公立 私立 公立 私立 公立 公立 私立
体育スポーツからみた現代 1 12 。16 4 12 1 12 6 9 1 21 
27）生活の特徴について 1. 3 14. 2 6. 7 19. 3 11.] 11.6 
みた体育 28）現代生活にわける体力の重 5 17 2 45 6 17 5 34 6 16 3 37 
現代ネ会土ポス: 
要性について 19.1 31. 9 19.2 20. 5
29）スポーツに対する考え方に 8 17 1 28 7 16 1 36 10 21 1 24 
ついて 19.8 20.3 32. 225. 9 13.3 
30、） 我が国の体育・スポーツの 9 8 1 31 10 11 2 24 6 18 4 25 のツ 現状について 34. 6 8. 9 21. 935. 7 
特徴から31）体育 ・スポーツ振興の基本 6 12 1 17 9 13 2 15 4 10 。20 
的施策について 1.1 
次いで保健についてみると，高等学校学習指導要領では，（1）心身の機能， （2）健康と環境，
(3）職業と健康，（4）集団の健康の四単元の内容となっている。これらについて，小項目に分
け，体育理論と同様に調査した。
(1）心身の機能に関する内容についての事項（表16)
① 身体の各器官の機能を総合性に関して
32）ー 37）の 6項目についてみると，各年度，両コース共に比較的高い履習率であった。しか
し37）「体温調節にみる器官の統合について」はほぼ半分の履習状況であった。
② 大脳と精神機能に関して
38)-40）の 3項目では，何れも80%程度であったが，40）「大脳新皮質のはたらき」につい
ては全体的に低く 60%台であった。
③ 欲求と適応機制に関して
41）～46）の 6項目についてみると，41）「欲求とその種類について」は非常に高く，ほぼ全
員が履習しているが，44）「適応機制のいろいろについて」は全体に半数の50%しか履習して
いない事が知られている。又，46）「適応障害の防止と精神の健康」についても，65%前後と
低く， 青年期特有の適応障害及び精神衛生についての教育不足をみる感がした。
④ 心身の相関に関して
多くの項目のある中， 47）「心身相関のしくみ」， 48）「青年期の精神と身体」の二項目につ
いてみると，「心身相関のしくみ」では，私立，公立共に40%台で低履習率であり，「青年期の
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表16 心身の機能に関する事項
（下段単位 %） 
単小 60 年 度 61 年 度 62 年 度
単 工頁 目 体育コー ス 養護教諭コ スー体育コース 養護教諭コ スー体育コース養護教諭コ スー
JC JC :i=26 刃＝89:i=8 :l=!41 :,/=28 :l=ICO 'l=I2 :l=177 ,=31 X公＝立81 私＼＝立12 N公＝立180 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立
保 l 32）身体の構造と機能について 21 71 7 120 22 84 1 143 24 61 7 145 80.5 
健 333) 呼吸器系のはたらきについ 24 81 6 134 26 93 12 156 28 71 11 162 
編各 て 92.3 95.0 8.1 90.3 
器 34) 循環器系のはたらきについ 23 82 6 130 27 92 11 156 27 72 11 160 
｛ 昌 て ・ 92.1 96 .4 8.8 
の 35) 生殖器系のはたらきについ 23 79 6 131 21 85 12 161 26 69 11 165 機
古E て 90. 9 91. 6 
I と 36) 神経系と内分泌、系のはたら 24 74 4 129 24 87 12 153 24 68 9 147 
統2込 きについて
心 性 37）体ムロ温調節にみる各器官の統
20 49 5 99 12 49 10 110 16 44 4 97 
について 76. 9 5. 0 70. 242.8 62.1 56 .6 54 .3 33.3 53.8 
2 38）大脳のなりたちについて 21 73 6 129 24 78 11 153 21 67 10 152 82.0 91.4 85. 7 86. 469. 7 84. 4
身神大 39) 大脳辺縁系のはたらきにつ 14 70 5 112 19 63 12 140 21 55 7 127 
機能脳 いて 79.4 79. 0 70. 5
精と40) 大脳新皮質のはたらきにつ 13 65 4 116 18 66 12 145 19 63 7 137 
の いて 64. 2 60. 2
41）欲求とその種類について 20 82 5 131 27 89 11 177 27 74 10 165 92. l 92. 9 100 91.3 83.3 91. 6 
機 3 42）欲求の充足についで 18 67 3 116 20 79 9 149 23 61 10 146 81. l 
欲求 43) 欲求不満と高藤・耐忍性等 20 79 5 129 22 90 10 130 24 67 11 164 
について 76.9 
能量 44、1適応機制のいろいろについ 13 61 3 113 13 55 9 136 15 47 8 96 
応 て 50.0 46 .4 48.3 53 .3 
機 45) 適応障害のいろいろについ 16 67 5 113 20 64 10 141 21 57 9 122 
告I) て
46）、適康応、障害の防止と精神の健 14 54 3 100 18 59 10 130 19 44 6 102 
について 60.6 70. 9 64. 2 73 .4 56. 6
4 47）心身相関のしくみについて 11 38 2 85 12 47 8 92 14 25 5 98 42. 6 42 .8 51. 9 45.] 30.8 41.6 
中日，じ、
48）青年期の精神と身体につい 20 67 6 122 19 83 8 146 25 65 8 148 関身 て 75.2 86. 5 6. 682.1 80.2 66.6 82. 2 
精神と身体」については，公立では何れの年度も80%台で高いのに比し，私立は，何れの年度
もこれよりも低履習率であった。
(2）健康と環境に関する事項について（表17)
この単元全体を7項目でみると，全体的には80%台の高い履習率であるが，49）「文明の進
歩と健康問題」， 54）「自然と人間の係り」 等についての二項目は，最も低率であった。 概して
社会問題となっている環境汚染を健康面については， よく学習されている事が知られる。この
様な現象面での学習と共に，グローパルな見方で，生態系全体からの健康の面を見渡す指導が
必要であろうかと思われる。
(3）職業と健康に関する事項について （表18)
56)-60）の5項目でまとめてみると，平均的に履習されているが，全体的に低率である。中
でも低いと思われるものは，59）「リハピリテーショ ンとその実態について」の項で，体育コー
ス，養護教諭コース共に50%前後で低く，特に3ヶ年何れの年度も私立出身校に履習率が低く
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表17 健康と環境に関する事項
（下段単位 %） 
単小 60 年 度 61 年 度 62 年 度
単 I頁 目 体育コース養護教諭コース 体育コー ス 養護教諭コース 体育コー ス 養護教諭コスー
f立 7C ¥=26 珂＝89¥=8 ¥=141 ,=28 :-,/=10 ~= 12 :'-1=171 :l=31 公：－，／＝立81 :l=l2 N公＝立180 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私fr. 私立
1 49) 文明の進歩と健康問題につ 7 32 2 59 12 33 6 73 8 23 4 50 
と文 いて 26. 935. 9 42.8 41. 2 25 .8 28. 3 3. 327. 7 
日健康芸明 50) 人間活動と自然環境の汚染 20 66 7 107 22 68 9 130 18 55 7 128 
について 76. 9 74. 1 75.8 78. 5 68. 0 75. 0 n4 58.0 67. 958.3 71.1 
健 2 51、） 公害と健康問題の発生につ 20 75 7 124 23 86 7 150 24 66 9 152 
－自 いて 82 .1 58.3 84. 7
康
防止・環境然 大気汚健染 被水害質汚濁，土壌 23 80 7 127 24 93 9 155 27 66 9 153 
と
52) 汚染と康 等について 88.4 89. 8 90. 9 85. 7 87. 5 87.0 81.4 85 .0 
健汚 53) 公害防止の取り組みについ 16 53 4 97 16 52 7 104 10 46 5 87 
環 康染 て 61. 5 59. 5 68.7 58. 7 56. 7 48.3 
3 
54）自然と人聞の係りについて 14 37 2 70 9 39 3 76 11 27 6 62 境 康向 32.1 25.0 42. 9 35 .4 33.3 50.0 34.4 
• JR 
55) 生態系の破壊と健康につい 13 44 3 80 12 49 6 93 10 31 5 131 
割和問！，・t て 50.0 49. 4 56. 7 42.8 52. 5 32 .2 38 .2 72. 7 
表18 職業と健康に関する事項
（下段単位 %） 
単 60 年 度 61 年 度 62 年 度
単 工頁 目 体育コー ス養識教諭コス 体育コ スー 養護教諭コス 体育コース 養護教諭コース
7C 7C N=26 N=89 私N＝立8 N公＝立141 私N＝立28 N公＝立10 私N＝立12 N公＝立17 私立 公N＝立81 私N＝立12 N公＝立180 私立 公立
1 56) 職業病と労働災害及び災害 18 69 5 126 18 80 10 147 22 61 11 136 皿手丙月業桂 の動向について 69. 2 77.5 62 .5 89.3 64. 2 83.3 83.0 70. 975 .3 91.6 75. 5
2 57、） 職場の安全衛生管理及びそ 12 61 3 108 13 67 9 123 15 47 8 115 
1銭管安 の実際について 46.1 37. 576.5 46.4 69.4 63.8 
業 Z翌衛全 58）余暇と健康増進について 11 53 4 105 17 63 8 124 15 39 9 118 
と 生 59. 5 60. 7 66.6 70.0 48. 348.1 75.0 65. 5 
3 59) リハビリァーションとその 11 45 4 80 11 57 5 112 4 39 7 90 健 I リ 実際について 42. 350. 5 56. 7 39 .2 41. 6 63.2 12. 948.1 58. 350.0 シノ、
康 ヨピ 60）職業病 ・労働災害と補償等 14 56 5 102 18 71 9 134 10 44 6 113 ンリ
r について 53.8 72.3 75. 7 54. 3 62. 7 
40%前後であった。今後社会福祉との係りで，障害者教育と共に，正常者がその受け入れに対
する意識と関心度の高揚を考える時にこの項に係る内容の指導の重要性を強く感じた次第であ
る。
(4）集団の健康に関する事項について （表19)
①健康な家庭生活に関して
61）～67)の7項目についてみると，全体的には60%前後の履習率であるが，61）「家庭生活
と健康問題」， 67）「老人の健康保持と保健対策」の二項目については， 30%台と低履習率であっ
た。
② 国民の健康水準に関して
この項については，69）「死亡率，平均余命等について」が非常に高く，私立，公立出身者
共80%-90%の履習率であった。これに対し，前項とは深い関係があろうかと思われる， 68）「国
民の健康水準と健康指標についてjと，70）「疾病の実態とその推移について」の二項はその
履習率は低かった。
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表19 集団の健康に関する事項
（下段単位 %） 
単小 60 年 度 61 年 度 62 年 度
単 項 目 体育コース 養護教諭コスー 体育コー ス 養護教諭コース 体育コー ス 養護教諭コース
7G 7G N-2E 公N＝立89 私N＝立8 N公＝立141 私N＝立28 河＝10 N=l2 N=l77 私N＝立31 公N＝立81 私N＝立12 N公＝立180 私立 公立 私立 公立
61、）家庭生活と健康問題につい 15 44 5 72 16 55 4 89 16 38 3 73 
て 57 .6 49.4 62. 5 51. 0 57 .1 33.3 50.2 51.6 46.1 25.0 40. 5 
62）結婚と健康について 13 44 3 85 17 57 8 110 13 43 5 122 
1 50. 0 49 .4 37.5 60. 2 60. 7 66. 6 62.1 41. 9 53.0 41.6 67. 7
健康
63）家族計画及びその意義につ 12 49 4 99 20 70 8 128 16 55 7 120 
いで 46.1 55.0 50.0 70. 2 71.4 66.6 72. 3 51. 6 67. 9 58. 3 66. 6 
な 64、）受胎調節 ・人工妊娠中絶の 18 67 6 119 21 81 10 142 22 69 9 152 
N' 
問題点について 69. 2 75. 2 75.0 84. 3 75. 0 83.3 80. 2 70. 9 85.1 75 .0 84.4 
65) 母子保健・その意味と実際 13 55 5 92 20 70 10 107 18 47 7 112 
集主
について 50.0 61. 7 62. 5 65. 2 71.4 83.3 60. 4 58.0 58.0 58. 3 62. 2 
66）老人保健について 15 48 6 78 17 57 5 93 11 40 4 99 
57. 6 53. 9 75 .0 55. 3 60. 7 41. 6 52. 5 35.] 49. 3 33.3 55 .0 
67) 老人の健康保持と保健対策 9 39 5 70 15 48 3 81 18 30 4 78 
団 について 34.6 43.8 62. 5 49. 6 53. 5 25.0 45. 7 58. 0 37 .o33. 3 43. 3 
2 68、） 国民の健康水準と健康指標 10 50 4 96 16 58 8 110 14 46 7 107 
について 38.4 56.] 50.0 68.0 57 .1 66.6 62.1 45 .1 56. 7 58.3 59 .4 
の 康国 69) 死亡率，乳児死亡率，平均 19 73 6 128 25 93 11 158 26 75 11 160 
水民 余命等について 70 .o82.0 75.0 90. 7 89 .2 91. 6 89.2 83.8 92. 5 91. 6 88.8 
準の 70) 疾病の実態とその推移につ 10 56 4 90 17 59 8 108 12 42 7 109 健 いて 38.4 62. 9 50.0 63.8 6J. 7 66.6 61. 0 38. 7 51.8 58.3 60.5 
健
11 46 4 84 15 60 6 109 13 39 5 90 71）疾病予防活動について
42 .3 51. 6 50.0 59 .5 53. 5 50.0 61. 5 41. 9 48.1 41. 6 50. 0 
3 72）環境衛生活動について 15 45 5 85 15 59 5 101 17 41 6 88 
康 57. 6 50. 5 62 .5 60. 2 53 .5 41.6 57 .0 54.8 50.6 50.0 48 .8
健保衆衛公 73）栄養改善活動について 10 24 1 43 11 24 3 43 9 12 2 42 
38.4 26.9 30.4 39. 2 25 .0 24. 2 29 .0 14.8 16.6 23. 3 
療医生
74）食品衛生について 14 29 2 52 15 28 5 59 17 25 1 52 
告1J1舌 53. 8 32.5 25 .o 36 .8 53. 5 41. 6 33. 3 54.8 30.8 28 .8 
度動
75）保健，医療の制度について 15 41 5 80 12 48 7 92 15 41 6 80 と 57. 6 46.0 62.5 56. 7 42. 8 58. 3 51. 9 48.3 50.6 50.0 44. 4 
76) 保健に関する国際協力につ 11 24 3 66 13 37 3 77 11 34 4 65 
いて 42 .3 26 .4 37. 5 46 .8 46.4 25 .o43. 5 35.4 41. 9 33.3 36.] 
③ 公衆衛生活動と保健，医療制度に関して
この項は，保健の分野では最終の為か， 3ヶ年，両コース共履習状況にバラツキがみられ，
全体的には低履習状況であった。 特に，疾病予防活動，栄養指導，保健に関する国際協力等々
に知的理解の不足をみる感がする。
百ま と め
3ヶ年の新課程にて学んで来た本学科入学生をみる時，体育コースには，高校時のクラブ活
動経験者が多く，しかも，その種目も27種目と多種目に亘り運動力に富んでいる事が知られる。
一方養護教諭コースでは，年々，運動を しない学生が増加している。又，両コース共，日常生
活面では，飲酒 ・喫煙経験者の多い事が知らされた。 一方教科の知的面での履習状況は，全体
的には指導されているが，体育理論に関しては余り指導の手はのびておらず，実技中心的になっ
ている事が伺われる。現代社会で体育の大切さ， 健康への結びつき，体力の養成等々叫ばれて
いながら，一時的な実施のみ＜＇.＿＇・，知的理解の不足がみられ，生涯教育としての体育の定着のむ
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づかしさが感じられる。文，保健編においても同様で，学校種別に関係なく，担当の先生の得
手不得手，文，十分な指導時聞がない事からか，内容的にも履習状況に片寄りがみられた。保
健体育科の専門課程に入学して来た学生が， 2ヶ年で教職免許状を得ょうと努力するが，基礎
的な理解の不足が目立ち，これらの力をつけて晴れて免許状を得させようと思えば，少ない時
間内で専門内容を教授する為には，一工夫も二工夫も頭をひねらねばならないと強く感ずるも
のである。全体的には数値の羅列に終った感があるが， 冒頭でも述べた様に，飽く迄も自分の
教授法を求めるー資料として継続調査をして来たものであって，高校教育を非難中傷するもの
でない事を再度述べ，諸先輩の叱時， 又，温かいご指導をお願い致す次第である。
参考文献
1 ）岸野雄三 ・松田岩男 ・宇土正彦・金子公宥 ・田中恒男 ・高石昌弘・稲村博 ・鈴木庄亮 ・和唐正
勝 ・深野明 ：文部省検定済教科書「高等保健体育」，大修舘書店， 1984,pp. 1～ 4 
2）保健体育科：「北海道女子短期大学昭和60年 ・61年度入学生における体力及び運動能力テス ト結
果報告（JI ) , 1986，北海道女子短期大学研究紀要， pp.77-pp. 78 
保健体育教科目履習状況調べ
北海道女子短期大掌 保健体育科
おねがい I:科の内容検討の為に行うものですので、出来る限り正確にご記入下さい。
問 配人間
I 基本掴査仰にコ 内に間的〈 ）内町制則”を記入して下さい。 目 I 基本町董
I. あなたの出身高校（①公立制立、①その他） ｜ ：仁コ
2 舗の時間f伸、＠ ［閉、制閉） I 2仁コ
3. A）本学での進学相語会に出席（①した、①しない） I 3 IA I 
B）各地で行った進学相談会に出席｛＠した．＠しない） I I BI
4 川 崎 、鍵）コス輔の意志決定をした時聞はい庄中学、制 l 棚上l 山 コーパ 回二コ
①高3) CJその他［ > I le' 
s. 腐校時代に運動部選手として町量量が（①俗い．＠ある）
6. 運動車に関係~く． あなたの得意な車劃唖闘は｛①信い、②ある）
7. 「たばこJを唖った笹輯（①ない．①ある＝いつ噴 頃、 ⑤現在も喫って
いる）
8. 「お酒Jを飲んだ笹量が（①ない、 ②あるニいつ唖 噴、 ③現在も飲んで
いる）
9. アルパイ トをしていますか．｛①していない‘ ①している＝眠檀）
I 思習状況鴎べ
あなたの高控時代に保睡体育の控畢として曹ったと豆、われるものにO申をつけて下さ，，.（右側の番号をはっきりとOで掴んで下さL、｝
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表19 集団の健康に関する事項
（下段単位 %） 
単 小 60 年 度 61 年 度 62 年 度
単 項 目 体育コース養護教諭コース体育コース養護教諭コ スー 体育コース養護教諭コ スー
JC JC 私N＝立26 公N＝立89 私N＝立8 N=l41 N=28 N公＝立10 私N＝立12 :l=l77 私N＝立31 公N＝立81 N=l2 N公＝立180 公立 私立 公立 私立
61、） 家庭生活と健康問題につい 15 44 5 72 16 55 4 89 16 38 3 73 
で 57. 6 49.4 62. 5 51.0 57.] 33 .3 50.2 51. 6 46.] 25 .0 40. 5
62）結婚と健康について 13 44 3 85 17 57 8 110 13 43 5 122 
1 50.0 49.4 37 .5 60.2 60. 7 66.6 62.] 41. 9 53.0 41. 6 67. 7 
健康
63）家族計画及びその意義につ 12 49 4 99 20 70 8 128 16 55 7 120 
いで 46.1 55. 0 50.0 70. 2 71.4 66.6 72 .3 51. 6 67. 9 58.3 66. 6
な 64）受胎調節・人工妊娠中絶の 18 67 6 119 21 81 10 142 22 69 9 152 
町富 問題点について 69. 2 75. 2 75.0 84.3 75. 0 83.3 80.2 70.9 85.1 75.0 84.4 65) 母子保健・その意味と実際 13 55 5 92 20 70 10 107 18 47 7 112 
集主
について 50.0 61. 7 62. 5 65. 2 71.4 83.3 60.4 58.0 58.0 58.3 62.2 
66）老人保健について 15 48 6 78 17 57 5 93 11 40 4 99 
57 .6 53. 9 75 .0 55. 3 60. 7 41.6 52. 5 35. l 49. 3 33. 3 55.0 
67、） 老人の健康保持と保健対策 9 39 5 70 15 48 3 81 18 30 4 78 
団 について 34.6 43.8 62. 5 49 .6 53. 5 25.0 45. 7 58.0 37 .o33.3 43. 3 
2 68) 国民の健康水準と健康指標 10 50 4 96 16 58 8 110 14 46 7 107 
について 38.4 56.] 50.0 68. 0 57.] 66.6 62.1 45.] 56. 7 58. 3 59.4 
の康国 69、） 死亡率，乳児死亡率，平均 19 73 6 128 25 93 11 158 26 75 11 160 
水民 余命等について 70.0 82.0 75 .0 90. 7 89. 2 91. 6 89. 2 83 .8 92. 5 91.6 88.8 
準の 70、）疾病の実態とその推移につ 10 56 4 90 17 59 8 108 12 42 7 109 健 いて 38. 4 62.9 50.0 63.8 60. 7 66.6 61. 0 38. 7 51.8 58. 3 60. 5 
健
11 46 4 84 15 60 6 109 13 39 5 90 71）疾病予防活動について
42.3 51.6 50.0 59. 5 53. 5 50.0 61. 5 41. 9 48.1 41.6 50. 0
3 72）環境衛生活動について 15 45 5 85 15 59 5 101 17 41 6 88 
康 57. 6 50. 5 62 .5 60. 2 53. 5 41. 6 57 .o54. 8 50.6 50.0 48.8 
健保医衛衆公 73）栄養改善活動について 10 24 1 43 11 24 3 43 9 12 2 42 38.4 26.9 30.4 39. 2 25.0 24.2 29. 0 14.8 16.6 23 .3 
療生 74）食品衛生について 14 29 2 52 15 28 5 59 17 25 52 
制活 53.8 32. 5 25 .0 36.8 53. 5 41. 6 33. 3 54.8 30.8 28.8 
度動
75）保健，医療の制度について 15 41 5 80 12 48 7 92 15 41 6 80 と 57. 6 46.0 62. 5 56. 7 42.8 58. 3 51. 9 48. 3 50.6 50.0 44. 4 
76) 保健に関する国際協力につ 11 24 3 66 13 37 3 77 11 34 4 65 
いて 42. 3 26.4 37. 5 46.8 46.4 25.0 43. 5 35 .4 41. 9 33. 3 36.1 
③ 公衆衛生活動と保健，医療制度に関して
この項は，保健の分野では最終の為か， 3ヶ年，両コース共履習状況にバラツキがみられ，
全体的には低履習状況であった。特に，疾病予防活動，栄養指導，保健に関する国際協力等々
に知的理解の不足をみる感がする。
羽ま と め
3ヶ年の新課程にて学んで来た本学科入学生をみる時，体育コースには，高校時のクラブ活
動経験者が多く，しかも，その種目も27種目と多種目に亘り運動力に富んでいる事が知られる。
一方養護教諭コースでは，年々，運動をしない学生が増加している。又，両コース共，日常生
活面では，飲酒・喫煙経験者の多い事が知らされた。 一方教科の知的面での履習状況は，全体
的には指導されているが，体育理論に関しては余り指導の手はのびておらず，実技中心的になっ
ている事が伺われる。現代社会で体育の大切さ， 健康への結びつき，体力の養成等々叫ばれて
いながら，一時的な実施のみで，知的理解の不足がみられ，生涯教育としての体育の定着のむ
74 東：効果的な教授法を求めて （I) 
づかしさが感じられる。又，保健編においても同様で，学校種別に関係なく，担当の先生の得
手不得手，文，十分な指導時聞がない事からか，内容的にも履習状況に片寄りがみられた。保
健体育科の専門課程に入学して来た学生が， 2ヶ年で教職免許状を得ようと努力するが，基礎
的な理解の不足が目立ち，これらの力をつけて晴れて免許状を得させようと思えば，少ない時
間内で専門内容を教授する為には，一工夫も二工夫も頭をひねらねばならないと強く感ずるも
のである。全体的には数値の羅列に終った感があるが， 官頭でも述べた様に，飽く迄も自分の
教授法を求める一資料として継続調査をして来たものであって，高校教育を非難中傷するもの
でない事を再度述べ，諸先輩の叱陀，又，温かいご指導をお願い致す次第である。
参考文献
1 ）岸野雄三 ・松田岩男 ・宇土正彦 ・金子公宥 ・田中恒男 ・高石昌弘 ・稲村博 ・鈴木庄亮 ・和唐正
勝・深野明 ：文部省検定済教科書 「高等保健体育J，大修舘書店，1984,pp. 1～ 4 
2）保健体育科 ：「北海道女子短期大学昭和60年 ・61年度入学生における体力及び運動能力テス 卜結
果報告（I),1986，北海道女子短期大学研究紀要， pp.77-pp. 78 
(1987・9・19)
保健体育教科目履習状況調べ
北海道女子短期大学 保健体育科
おねが い ft科の内容検討の為に行うものですので、出来る限り正確にご記入下さい。
問 E 入 園
I 基本鋼査制仁コ 内に聞の｛ ）内の•~.irn”を記入して下さい。 , I 基本・E
1. M たの出身高校（①公立、倒立．③その他） I 1仁ゴ
2 舗の時間｛①肱 ＠ I朗、①E期） I 2仁コ
3. A) -*'l'での酔間接会に出席｛①した、＠しない） I 3囚二コ
B）各地で行った酔相談合に出席ゆした．＠しない｝ I E二コ
4. A) （体、鍵） ー 輔 の都闘をした時聞は B)（①中学、＠州 側 2• I 4囚二二三ヨ F「「
也高3) C）その他｛ > I Jc' 
5. 高校時代に運動盟運手としての罷量が（①ない、 ①ある）
6. 運動罰に関係＇＂＜. あなたの得意な運動橿自は｛①，.い．②ある｝
京 「たばこJを喫った軽量食｛①ない、 ＠ある＝いつ頃 頃． ⑦現在も唖って
いる）
8. 「お酒Jを飲んだ畳肢が｛①ない、 ②ある＝いつ噴 噴、 ③現在も飲んで
いる｝
9. アルバイトをしていますか。｛①してい＇＂い、 ①している＝量橿）
n 庖習状況周べ
あなたの高校時代に保健体育の担畢として習ったと思われるものにO印をつけて下さi' • （右側の番号をはっきりとOで囲んで下さい）
け筋力と瞬発力について
2）筋持久力について
3）車働と神経のはたらさについて
4）直動の習院について
5）週動と呼唖，置理置のはたらさについて
6）筋阻縮とエネルギ について
7）亜動と車労・栄聾について
8）運動と意散について
9）運動佐佐の上連過程について
10）観走の績における心理的安因について
』I）力学からみた置動について
12）軍勘と力、重力について
13）運動と速度について
14）型動と回転について
15）運動処方と体力トレ ニングについて
』6）亜動処方町手周目について
17）トレーニングの革本車則について
18）全身持久力町トレーニングについて
19）筋力ー 瞬尭力・罰持久力的トレーニノグについて
却）調重力的トレ ニノグについて
21）運動と腫習について
盟｝ 各鍾の運動の特性と檀習について
23）運動的障習法全習法と骨習法等について
2材運動世藍の練習と補強運動について
25）集中陣冒と骨量生録習について
26）ウ ~ーミングアップとクーリ ングダウンについて
訂｝ 体育スポ ソからみた現代生活の特置について
盟｝現代生活における体力の重要性について
四｝スポ ソに対する考え方について
30）袋が園町体育 スポーツの現放について
31）体育スポ ソ艦興白昼本的箱策について
32）身体の鰐適と檀能について
33）呼磁器系のはたらきについて
3'）循環器系のはたらきについて
35）生繍器系のはたらきについて
36）伸長系と内骨I!系のはたらきについて
IO 
II 
12 
13 
" 
15 
16 
17 
I 8 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37）体温調節にみる各器官の統合について 37 
38）大脳のなりたらについて 38 
39）大脳辺量系的はたらさについて 39 
40）大脳S何度圃のはたらきについて ,o 
‘1)1):京とその岨掴について
'2) I実家の充足について
<3）欲康不調と車庫耐忍性等について
4'）量応檀割のいろいろについて
同）酒店岬書のいろいろについて
46） 週it•曹の防止と情”の健康について
'7)心身相関のしくみについて
岨）青年期的情神と身体について
'9）文明の進歩と健厳問題について
回〉人間活動と自然哩慣の持集について
51）企曹と瞳車問題の尭生について
52）大気汚娘、水質開園、土犠汚染と健厳笹谷等について
日）公禽防止の取り阻みについて
臼）自然と入品＇＂＇係りについ て
日）生態系の匝畿と健康について
国）圃難病と労働1且曹＆11民警の動向について
57）瞳．の安全衛生管理Eびその実際について
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